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館山市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定業務委託 

プロポーザル実施要領 

 

１ 趣旨 

本業務は、都市計画法第１８条の２に基づく「市町村の都市計画に関する基本的な方

針（以下、「都市計画マスタープラン」という。）」の改定及び都市再生特別措置法第８１

条に基づく「立地適正化計画」の策定を実施するものである。 

現在の都市計画マスタープランは、平成２１年に策定されたものであり、策定から１

６年が経過し、人口減少や少子高齢化の進行、頻発する災害など、市を取り巻く環境が大

きく変化している。こうした社会情勢の変化などに対応するため、土地の利用や交通体系

をはじめとした「まちづくりの基本的な方針」の見直しを令和７年度から令和８年度にか

けて行う。 

また、「都市計画マスタープラン」の見直しと併せて、マスタープランの高度化版とさ

れている「立地適正化計画」を新規に策定し、人口減少や公共施設の適正配置など、居住

と都市機能のバランスを踏まえた「持続可能なまちづくりの方針」を定める。 

 

２ 業務の概要 

(1) 業務の名称 

館山市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定業務 

(2) 業務の内容 

館山市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定業務委託仕様書（以下「仕

様書」という。）のとおり 

(3) 履行期限 

契約締結日から令和９年３月１２日（金）まで（２ヶ年事業） 

(4) 契約限度額 

契約総額 ３５，３００，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

・令和７年度事業分 １８，６００，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

・令和８年度事業分 １６，７００，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

※ 契約総額及び各年度事業分の限度額を超えた事業提案の場合は、失格とする。 
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３ 実施形式 

公募型プロポーザル方式 

 

４ 参加資格 

本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件をすべて満たしている者とす

る。 

(1) 館山市入札参加適格者名簿に登載されている者又は未登載だが入札参加資格の要

件を満たすと認められた者 

(2) この事業の公告日から契約締結日までの間に館山市建設工事請負業者等指名停止

措置要領に基づく指名停止措置を受けていない者 

(3) 館山市入札契約に係る暴力団対策措置要綱に定める暴力団排除措置要件に該当し

ない者 

(4) 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者のほか、次のいずれにも

該当しない者 

ア 手形交換所による取引停止処分を受けてから２年間を経過しない者 

イ 対象事業の入札日前６ヶ月以内に手形又は小切手の不渡りを出した者 

ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の適用を申請した者で、同法に基づ

く裁判所からの更生手続開始決定がされていない者 

エ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の適用を申請した者で、同法に基づ

く裁判所からの再生手続開始決定がされていない者 

(5) 令和２年度から令和６年度までの間において、都市計画マスタープランの計画策

定に関する業務を受託し、完了した実績を有する者 

(6) 令和２年度から令和６年度までの間において、立地適正化計画の計画策定に関す

る業務を受託し、完了した実績を有する者  
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５ 実施スケジュール 

項 目 期 間 等 

① 事業の公告・実施要領等の公表 令和７年４月 ４日 

② 質疑受付期間 本プロポーザルの公告日 から 

令和７年４月１６日 正午まで 

③ 質問回答 随時回答（最終回答：令和７年４月１８日） 

④ 参加申込提出書類の提出期限 令和７年５月 ２日 正午まで 

⑤ 参加資格審査の結果通知 ※ 令和７年５月 ９日 

⑥ 企画提案提出書類の提出期限 ※ 令和７年５月２０日 正午まで 

⑦ プロポーザル審査会 ※ 令和７年５月２８日 

⑧ プロポーザル審査結果通知 ※ 令和７年６月 ２日 

⑨ 契約締結（予定）※ 令和７年６月中 

※ 「⑤ 参加資格審査の結果通知」以降の日程は、市の都合により変更する場合が

ある。 

 

６ 質問の受付及び回答 

本プロポーザルに関する質問方法等は、次のとおりとする。 

(1) 提出期間 

本プロポーザルの公告日から令和７年４月１６日（水）正午まで（必着） 

(2) 提出先 

「15 問い合わせ（事務局）」に掲載した「担当部署・事務局（以下、「事務局」と

いう。）」宛に提出すること。 

(3) 提出方法 

電子メールにて、別途定める「質問書（様式第５号） ※押印不要」を提出するこ

と。 

なお、提出にあたっては、メール件名（表題）を「プロポーザルに関する質問（事

業者名）」とし、提出後、到達確認のため事務局宛に架電すること。 

また、事務局が受信可能な添付ファイルの最大容量は約５ＭＢであるため、質問に

関する資料の添付を要する場合には注意すること。 
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(4) 回答 

質問内容及び回答については、館山市ホームページ内で随時公開するとともに、質

問者へ電子メールで回答する。 

なお、最終回答日は令和７年４月１８日（金）とする。 

 

７ 参加申込 

本プロポーザルへの参加を希望する場合は、次に示す参加申込提出書類を作成し、

期限までに提出すること。 

(1) 参加申込提出書類 

ア 参加申込書（様式第１号） 

※ 「申込者」及び「業務担当者」は記入必須とし、加えて「業務責任者」が記入さ

れている場合は押印を省略することができる。 

イ 会社概要書（様式第２号） 

※ 館山市入札参加適格者名簿に未登載の者は、次の①～⑥の書類を添付すること。

なお、各種証明書は、発行日が参加申込書の申込日から３ヶ月以内のものとする。 

① 申込者の情報・身分を証する書類 ※法人は(ｱ)、個人は(ｲ)を添付 

(ｱ) 登記事項証明書（履歴事項全部証明書） 

(ｲ)-1 身分証明書（本籍地発行） 

(ｲ)-2 登記されていないことの証明書（法務局発行） 

② 印鑑証明書 

③ 納税証明書（国税）※法人は(ｱ)、個人は(ｲ)を添付 

(ｱ) 法人税並びに消費税及び地方消費税の納税証明書（その３の３） 

(ｲ) 所得税並びに消費税及び地方消費税の納税証明書（その３の２） 

④ 納税証明書（千葉県税）※千葉県内に本店又は営業所等を有する者のみ 

・千葉県税に未納がないことの証明書（完納証明書等）〔納税証明書その２〕 

⑤ 市税完納証明 

⑥ 申込者の財務状況を証する書類 ※法人は(ｱ)、個人は(ｲ)の直近１年度分を添付 

(ｱ) 財務諸表（貸借対照表・損益計算書・株主資本等変動計算書） 

(ｲ)-1 所得税確定申告書 

(ｲ)-2 申告決算書（貸借対照表・損益計算書） 
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ウ 業務受託実績書（様式第３号） 

※ 業務実績は、関連会社の実績は含めないこと。 

エ 業務受託実績を確認する書類（契約書等の写し） 

(2) 提出期限 

令和７年５月２日（金）正午まで（必着） 

(3) 提出先及び提出方法 

事務局宛に、持参又は郵送のいずれかで提出すること。 

なお、持参による受付時間は、土日祝日を除く午前８時３０分から午後５時までと

する。 

また、提出書類のすべてが押印を省略した書類の場合のみ、電子メールにて提出す

ることができる。（電子メールで提出する場合、事務局が受信可能な添付ファイルの

最大容量は約５ＭＢであることに注意し、提出後は到達確認のため事務局宛に架電す

ること。） 

 

８ 参加資格審査 

本プロポーザルへの参加資格を確認する審査は、次のとおり行う。 

(1) 審査内容 

「７ 参加申込」で提出された参加申込提出書類を基に、「４ 参加資格」で定め

る各要件について、該当の有無を確認する。 

なお、参加資格の要件をすべて満たしていない場合は、本プロポーザルに参加する

ことはできない。 

また、参加資格の要件を満たす者が６者以上であった場合には、「７ 参加申込」

で定める「業務受託実績書（様式第３号）」に基づき、立地適正化計画の策定に係る

受託実績数の多寡により５者に選考する。ただし、受託実績数が同数の場合は、この

限りではない。 

(2) 参加資格審査結果の通知 

「(1) 審査内容」により、プロポーザル審査会への参加が認められた者には、プロ

ポーザル審査会の開催案内が記載された参加資格審査結果等通知書を「参加申込書

（様式第１号）」に記載されたメールアドレス宛に送付する。 

また、参加が認められなかった者については、「参加申込書（様式第１号）」に記載
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された業務担当者へ、その旨を通知する。 

なお、結果通知日は令和７年５月９日（金）とする。 

 

９ 企画提案書の提出等について 

「８ 参加資格審査」により参加が認められた者は、次に示す企画提案提出書類を

作成し、期限までに提出すること。 

なお、企画提案提出書類を期限までに提出しない者若しくは提出された企画提案提

出書類に不足又は内容に不備がある者は、本プロポーザルに参加することはできな

い。 

(1) 企画提案提出書類 

ア 企画提案書（任意様式） 

イ 提案価格書（様式第４号） 

※ 「申込者」及び「業務担当者」は記入必須とし、加えて「業務責任者」が記入さ

れている場合は押印を省略することができる。 

ウ 提案価格内訳書（任意様式） 

※ 単価、人員、人日、郵送費等、提案価格の積算内訳を記載すること。 

(2) 提出期限 

令和７年５月２０日（火）正午まで（必着） 

(3) 提出先及び提出方法 

事務局宛に、持参又は郵送のいずれかで提出すること。 

なお、持参による受付時間は、土日祝日を除く午前８時３０分から午後５時までと

する。 

(4) 企画提案書の作成について 

ア 体裁は原則、Ａ４版縦置き（Ａ３版折込可）とし、横書きとする。 

イ 企画提案書の作成に用いる言語は日本語、通貨は日本円、単位は計量法（令和４

年法律第 51号）によるものとすること。文字のポイント数は任意とする。 

ウ 別途定める仕様書及び館山市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定業

務提案評価基準（以下、「評価基準」という。）を踏まえ、評価基準の項目順に具体

的な提案内容を記載すること。 

エ 「(2) 提出期限」で定める提出期限日以降において、書類の差替え及び再提出は
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認めない。ただし、事務局から要請のあったものについてはこの限りではない。 

(5) 作成部数 

正本１部（参加申込者名入り）、副本８部（正本コピー可。ただし、参加申込者名

(企業名)は無記載又は黒塗り）を提出すること。 

 

10 審査方法及び審査基準 

館山市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定業務プロポーザル審査委員

会（以下「審査委員会」という。）が、次のとおりプレゼンテーション形式によるプロ

ポーザル審査を行う。 

(1) 審査項目等 

別途定める評価基準のとおりとし、プレゼンテーションにあたっては、次に示す館

山市の現状を踏まえた提案をすること。 

ア 「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（区域マスタープラン）」や「市総

合計画」、「市公共交通計画」、「地区公民館再編計画」など、都市計画マスタープラ

ンに関連する計画の策定や見直しが行われており、概ね令和７年度下半期に完成す

る予定である。 

イ 都市計画マスタープランは、現行計画が平成２１年に策定されてから現在までの

間、大幅な見直し等は行われていない。 

ウ 市内の公共施設は、約半数が耐用年数を過ぎている状況であり、施設の更新が急

務となっている。 

エ 令和６年度に策定した「館山市立小中学校再編計画」に基づき、令和８年度以

降、市内の小中学校の再編が順次行われる予定である。また、再編に伴い現時点で

利活用が決まっていない旧校舎及びその敷地については、今後、住民を中心とした

協議会を立ち上げ、学校跡地の利活用について検討を行う。 

オ 館山市の地形及び土地利用の特徴として、館山湾に沿って中心市街地が形成さ

れ、この市街地が「館山市防災マップ」で定める津波浸水区域と重なる。また、市

全体の面積のうち約５割が山林であり、急傾斜等の土砂災害警戒区域が点在してい

る。 

(2) プロポーザル審査会開催日時等 

ア 開 催 日：令和７年５月２８日（水） 



- 8 - 

 

イ 場  所：館山市役所（時間・場所の詳細は別途通知） 

ウ 説明資料：事前に提出された企画提案提出書類を審査委員会が持参するほか、プ

レゼンテーションにて投影するスライド資料等がある場合は、投影す

る資料を印刷したものを９部用意し、審査会当日に提出すること。な

お、スライド資料等は参加申込者名(企業名)が無記載であること。 

エ 実施時間：プレゼンテーションは２０分以内、質疑応答は１０分程度とする。 

オ そ の 他 

・出席人数は説明者を含め３名以内とし、うち１名は本業務の担当者とすること。 

・プレゼンテーションの開始前に、事務局の進行の下、説明者を含む出席者の自己

紹介（役職及び名前）を行うこと。なお、自己紹介はプレゼンテーションの時間

には含まない。 

・プレゼンテーションの実施順序は、企画提案書の受理順とする。 

・審査会場において館山市が用意する機材は、ＨＤＭＩ対応のプレゼンテーション

用大型画面（５５インチモニター又はプロジェクター・スクリーン）のみであ

り、その他に必要な機材は提案者で用意すること。 

・プレゼンテーション中は、外部とのネットワーク通信を使用できない。 

 

11 審査結果及び公表 

プロポーザル審査の結果については、「参加申込書（様式第１号）」に記載されたメ

ールアドレス宛に、審査結果通知書を送付する。 

なお、審査内容についての問い合わせには一切応じないものとし、審査結果に対す

る異議の申し立ては受理しない。 

また、審査結果は館山市ホームページにて、プロポーザル審査会に参加した事業者

の名称及び審査の評価点を掲載する。 

 

12 契約の締結 

審査委員会により選定された事業者（以下「契約予定者」という。）と以下の要領で

随意契約の交渉を行う。 

(1) 契約内容 

最終的な契約内容については、館山市と契約予定者の間で提案内容等を確認する場
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を設け、実現内容について精査、調整のうえ確定する。 

(2) 辞退等 

契約予定者が辞退等により契約できない場合は、次点の者を契約予定者として契約

の交渉を行う。 

 

13 失格条項 

次のいずれかに該当する場合は失格とする。 

(1) 参加申込提出書類や企画提案提出書類を期限までに提出しない場合 

(2) 提出された参加申込提出書類や企画提案提出書類に虚偽の記載があった場合 

(3) 参加資格審査の結果通知以降、「４ 参加資格」の要件を満たさなくなった場合 

(4) 審査の公平性を害する行為があった場合 

(5) 提出された「提案価格書（様式第４号）」が「２ 業務の概要」で定める契約限度

額を超えている場合 

(6) 会社更生法等の適用を申請する等、契約を履行することが困難と認められる状態

になった場合 

(7) 参加申込や企画提案にあたり、著しく信義に反する行為等があった場合 

(8) その他、審査委員会が失格にあたる事由があると認めた場合 

 

14 その他留意事項 

(1) 本プロポーザルの参加に要する費用は、すべて参加事業者の負担とする。 

(2) 提出された参加申込提出書類や企画提案提出書類の修正は、提出期限内において

のみ可能とする。 

(3) 提出された参加申込提出書類や企画提案提出書類は返却しない。 

(4) 企画提案書は、事業者選定に伴う作業等において必要な範囲で複製を作成する場

合がある。 

(5) 館山市入札参加適格者名簿に未登載の者が契約予定者に選定された場合は、入札

参加資格審査申請を行うよう努めること。 

(6) 本プロポーザル実施要領及びその他の書式等に変更がある場合には、館山市ホー

ムページで告知する。 
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15 問い合わせ（事務局） 

担当部署・事務局：館山市建設環境部都市計画課 

所 在 地：〒294－8601 千葉県館山市北条 1145－1 

電  話：０４７０－２２－３６４０（直通） 

Ｆ Ａ Ｘ：０４７０－２３－３１１６（代表） 

アドレス：tosikeikaku@city.tateyama.chiba.jp 


